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伊万里 1830～1840年代
高さ 5.7 口径43.1 底径 25.5cm

輪花
りん か

型の大皿です。見込みの全面を使っ

て橋の下をくぐろうとする船を描いていま

す。船頭が水さおを力強く操っている姿が

いきいきと描かれており、船のお客は手を

かざして遠くの景色を眺めています。おそ

らく右手上方の窓に書かれている城が眺望

先と思われます。夜空には三日月と蝙蝠
こうもり

が

描かれています。蝙蝠は中国語で蝠
ふく

の音が

福と同じであることから、幸福を招くとし

てしばしば使われる題材です。

染付橋梁城郭
そめつけきょうりょうじょうかく

文皿
もんざら

宣言しま
す！

さわやか
市政宣言しま

す！

さわやか
市政
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今月の主な内容
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伊
万
里
港
は
、
古
く
は
『
古
伊
万
里
』

の
積
出
港
と
し
て
栄
え
、
今
日
で
は
東

ア
ジ
ア
に
至
近
と
い
う
地
の
利
を
生
か

し
た
国
際
コ
ン
テ
ナ
港
と
し
て
発
展
し

て
い
ま
す
。
ま
た
背
後
に
は
、
伝
統
産

業
の
伊
万
里
焼
に
加
え
て
、
造
船
・
半

導
体
・
自
動
車
関
連
・
水
産
加
工
企
業

な
ど
が
立
地
す
る
国
際
貿
易
港
と
し
て

も
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
然
の
恵
み
を
受
け
発
展

し
て
き
た
港
湾
機
能
も
、
地
形
的
制
約

が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
港
湾
機
能
の
効
率
性
や
利
便

性
の
向
上
を
目
的
に
、
伊
万
里
湾
大
橋

を
中
心
と
す
る
『
伊
万
里
港
臨
港
道
路
』

が
計
画
・
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

12
年
の
歳
月
と
２
３
０
億
円
の
費
用
を

か
け
て
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
と
県

主
催
に
よ
る
『
伊
万
里
港
臨
港
道
路
』

の
開
通
式
が
３
月
９
日
、
山
代
町
側
の

伊
万
里
団
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
通
式
に
は
、
吉
村
剛
太
郎
国
土
交

通
副
大
臣
、
井
本

勇
知
事
ら
行
政
関

係
者
を
は
じ
め
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
約

３
０
０
人
が
出
席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や

く
す
玉
開
き
、
地
元
家
族
二
組
の
三
代

渡
り
初
め
の
ほ
か
、
パ
レ
ー
ド
な
ど
の

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
開
通
を
祝
っ
て

伊
万
里
港
の

機
能
向
上
を
め
ざ
し
て

平
成
２
年
度
の
着
工
以
来
、
12
年
の
歳
月
と
総
事
業
費
２
３
０
億
円
を
か

け
て
国
土
交
通
省
が
整
備
し
て
い
た
伊
万
里
港
臨
港
道
路（
久
原
│
瀬
戸
線
）

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、３
月
９
日
の
午
後
５
時
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
伊
万
里
湾
大
橋
を
含
む
こ
の
道
路
の
全
容
や
、
同
日
行
わ
れ
た

記
念
式
典
の
模
様
、
さ
ら
に
は
完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
た
地
元
の
皆
さ
ん
の

声
な
ど
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

待
望
の
開
通
を

地
元
を
あ
げ
て
祝
い
ま
し
た
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『
楠
久
津
鯛
み
こ
し
』
や
『
牧
島
浮
立
』

の
演
舞
、
地
元
企
業
や
波
多
津
漁
協
、

小
型
船
安
全
協
会
な
ど
の
皆
さ
ん
に
よ

る
『
海
上
パ
レ
ー
ド
』
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
地
元
団
体
な
ど
に
よ
る

物
産
展
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
や
ス
ケ

ッ
チ
大
会
も
行
わ
れ
、
市
民
み
ん
な
で

世
紀
の
祭
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
あ
い

さ
つ
し
た
塚
部
市
長
は
「
本
日
の
開
通

を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
大
型
事
業

人
と
人
と
の
架
け
橋
、
新
た

な
未
来
へ
の
架
け
橋
と
し
て

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
国
土
交
通

省
は
も
と
よ
り
、
県
な
ら
び
に
事
業
の

円
滑
な
推
進
に
奔
走
し
て
い
た
だ
い
た

地
元
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
の

お
陰
で
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
開
通
し
た
伊
万
里
湾

大
橋
を
、
こ
れ
か
ら
先
『
人
と
人
と
の

架
け
橋
』『
未
来
へ
の
架
け
橋
』
に
な
る

よ
う
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
、
わ
た
し

た
ち
市
民
に
託
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
皆
さ
ん
の
英
知

を
結
集
し
、
地
域
や
地
場
産
業
の
活
性

化
を
図
り
、
伊
万
里
市
の
発
展
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

３ IMARI

波多津漁協、小型船安全
協会、地元企業の海上パレ
ード（上）。景色を楽しみな
がらゆっくり散策したブリ
ッジウォーク（右）

三
代
で
渡
り
初
め
を
し
た
山
代
町
の

山
本
廣
雄
さ
ん
ご
一
家
（
左
）
と
瀬
戸

町
の
諸
石
春
次
さ
ん
ご
一
家
（
右
）。

………地元の盛り上がりを示した
楠久津鯛みこし
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開通する臨港道路を花い
っぱいで飾ろうと、昨年か
ら『フラワーロード整備事
業』を地元をあげて進めて
きました。まずは雑草を刈
ることから始めましたが、
背丈ほども生い茂っていて
けっこうたいへんでした。
それから菜の花の種をま

き、間引きをしたり、みん
なで持ちよった土やたい肥をやったりして手入れを続
けました。また３月には、パンジーのプランターも
300鉢設置しました。菜の花は開通までに咲くのか心
配していたんですが、何と
か間に合い一同ほっとして
います。これからも、訪れ
た人たちに楽しんでもらえ
るように、地元のみんなで
定期的に手入れを続けてい
こうと思っています。

訪れた人たちに毎年楽しんでもらえ
るようにしていきたいですね

牧島地区では、臨港道路
開通の喜びを地元のみんな
で表そうと『よろこび花い
っぱい運動実行委員会』が
昨年立ち上がりました。
そして、昨年12月には菜

の花を、今年２月にはパン
ジーを植えました。また開
通直前には、ビオラのプラ
ンター300鉢を沿道に並べ
ました。この花は伊万里農林高校の生徒の皆さんが無
償で育ててくれたものです。
さらに、各地区の生産組合ごとにメッセージ入りの

ユニークな『かかし』を作
成し、沿道に設置しました。
皆さん、ぜひ見てください。
これからも、観光や地域

活性化につながるよう、牧
島地区みんなでがんばりた
いと思います。

開通の喜びを表そうと、地元のみん
なでがんばりました

七ツ島工業団地内にある伊万里港コ
ンテナターミナルは、平成９年４月に
供用を開始し、今年で７年目を迎えま
す。韓国・釜山港とのコンテナ定期航
路は、１年目は週に１便でしたが２年
目以降は週２便に増え、コンテナ貨物
取扱量も年々順調に増加しています。
これまで、対岸方面への貨物の陸路

輸送には交通混雑の多い市街地を迂回
する必要があり、貨物流動の面からは

たいへん非効率でした。しかし、臨港
道路の開通で伊万里湾を横断すること
ができるようになり、その問題も解消
されました。目的地までの迅速な貨物
輸送が可能になったことから、物流コ
スト・時間の節減が見込まれるため、
今後ますます企業の利用促進が図られ
ると思います。
伊万里港コンテナターミナルが、国

際コンテナ港として今後さらに発展し
ていくためには、他のコンテナ港に負
けないよう競争力を高めることが重要
になってきます。今回の大橋開通によ
り生まれた港湾機能の向上や企業誘致
の促進などの効果が、その追い風にな
るものと期待しています。

国際コンテナターミナルとして
の機能強化が期待されます

伊万里国際コンテナターミナル㈱

事務局長 西 利治さん

山代町自治公民館長会会長

樋口 國昭さん
牧島区長会長

石丸 滿馬さん



今回開通した伊万里港臨港道路は、延長２

９２０㍍、幅（橋部分を除く）20・75㍍で、

伊万里湾で分断された西岸の山代町久原地区

と東岸の牧島地区を結んでいます。

今回の開通は暫定開通で、車道２車線、自

転車・歩道１車線での供用開始ですが、最終

的には車道４車線、自転車・歩道２車線をめ

ざしています。

この道路の主役ともいうべき伊万里湾大橋

は、長さ６５１㍍で、そのうち海上部がおよ

そ４２０㍍のアーチ橋です。海面からの最大

の高さは20・５㍍あり、主橋りょう部（ア

ーチ部の延長３９０㍍、高さ30㍍）はアー

チ橋としては九州最大級のものです。

橋の色彩は、全体に磁器を連想させるシル

バーグレーで、手すりには伊万里湾の海を表

現する青色が使用されています。また歩道の

途中には、伊万里焼をモチーフにした歩行者

が立ち止まり憩えるバルコニー空間も整備さ

れています。

伊万里港臨港道路の開通により、西岸の山

代地区と東岸の牧島地区が、現在のルートに

比べ距離で10㌔（13㌔→３㌔）、車での所要

時間で30分（35分→５分）も短縮され結ば

れることになります。そのため、大型船が入

港できる伊万里湾西岸の伊万里団地と、コン

テナターミナルが立地している東岸の七ツ島

工業団地の港湾機能が一体化され、港湾活動

の円滑化が飛躍的に高まることが期待されて

います。

また、市街地の混雑解消にもつながるほか、

地域住民の生活圏も拡大することが予想さ

れ、経済、生活両面においてその効果が期待

されます。

伊万里港臨港道路
はこんな道路です

短縮された通勤時間を、これからは有効に
使いたいと思います
山代町浦之崎の自宅からは、対

岸にある黒川町の勤務先を目の前
に見ることができます。しかし見
た目とは違い、実際の通勤には今
まで40分もかかっていました。
それが、臨港道路を利用するこ

とで通勤時間は15分となり、今
までより25分も短縮されました。
市街地の渋滞も避けられますし、
これには本当に喜んでいます。
これからは、短縮された時間を

朝は睡眠に、夜は一家団らんにと
有効に使いたいと思います。

黒川町まで通勤している

山口 秀明さん（山代町）

実家まで30分以上は近くなりましたね、ほ
んと便利になって助かっています

臨港道路のおかげで、福島町の
実家まで車で行くのに30分以上
時間が短縮されました。また、実
家の家族を佐世保市内の病院まで
定期的に送迎しているんですが、
山代町→福島町→佐世保市の往復
は1.5時間近く短縮されたんじゃ
ないでしょうか。便利になって本
当に助かっています。
実家の近所でも、松浦市や平戸

市へ行政手続きなどに行くのがた
いへん便利になったと喜んでいる
そうですよ。

長崎県福島町出身

前田 利佳さん（山代町）

地元にこんな大きな橋ができたことを、３
人の子どもたちが一番喜んでいます

山代町の実家は、高台にあって
とても見晴らしがいいので、2001
年の元旦に行われた花火大会は２
階から見ることができました。と
てもきれいで、家族みんなで感動
したのを今でも覚えています。
そのころから子どもたちは「も

うすぐあの橋を渡れるんだね」と
開通を心待ちにしていました。で
すから、実際に渡った時はもう大
喜び。そして今度は「自転車でお
ばあちゃんの家まで行きたい」と
張り切っているみたいです。

山代町出身

大古場育子さん（木須町）

５ IMARI

伊万里湾を結ぶ未来への架け橋特集 伊万里湾を結ぶ未来への架け橋
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市
議
会
議
員
選
挙
は
、
皆
さ
ん

に
と
っ
て
最
も
身
近
な
選
挙
で

す
。
伊
万
里
市
の
明
る
い
未
来
の

た
め
に
、
た
い
せ
つ
な
一
票
を
む

だ
に
し
な
い
よ
う
に
も
れ
な
く
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
に
仕
事
や
病
気
、
旅
行

な
ど
で
投
票
に
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
、
前
も
っ
て
不
在
者
投

票
を
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
58
年
４
月
28
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
15
年
１
月
19

日
以
前
か
ら
市
内
に
住
所
を
有

し
、
４
月
27
日
現
在
も
引
き
続
き

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
す
。

４
月
19
日
を
基
準
日
と
し
た
選

挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
４
月
20
日
、

21
日
の
２
日
間
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
で
行
い
ま
す
。

選
挙
公
報
に
は
、
候
補
者
の
経

歴
、
政
見
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
よ
く
読
ん
で
、
こ
れ
か
ら

の
伊
万
里
市
を
ど
の
候
補
者
に
託

し
た
ら
よ
い
か
、
自
分
の
意
思
に

よ
っ
て
判
断
す
る
資
料
に
し
て
く

だ
さ
い
。

入
場
券
を
受
け
取
っ
た
ら
、
住

所
、
氏
名
、
投
票
所
な
ど
を
確
認

し
、
投
票
日
に
は
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

水
産
食
品
の
製
造
販
売
大
手
、

日
本
水
産
㈱
（
本
社
・
東
京
都
、

垣
添
直
也
社
長
）
が
山
代
町
の
伊

万
里
団
地
に
進
出
す
る
こ
と
に
な

り
、
２
月
13
日
、
市
役
所
で
進
出

協
定
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

養
魚
用
飼
料
を
作
る
油
飼
工
場

を
建
設
す
る
も
の
で
、
投
資
総
額

は
約
16
億
円
。
１
万

の
敷
地

に
鉄
骨
造
４
階
建
て
、
延
床
面
積

５
２
０
０

の
工
場
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
月
中
に
着
工
さ

れ
、
来
年
１
月
に
は
新
工
場
が
稼

動
す
る
予
定
で
す
。

同
社
の
油
飼
工
場
は
国
内
３
番

目
。
中
で
も
伊
万
里
工
場
は
最
新

鋭
の
設
備
を
備
え
、
同
社
で
は
国

平
方

メ
ー
ト
ル

平
方

メ
ー
ト
ル

内
最
大
の
製
造
拠
点
と
な
り
ま

す
。
原
料
と
な
る
魚
粉
や
魚
油
を

南
米
や
北
米
な
ど
か
ら
船
で
伊
万

里
港
に
運
び
込
み
、
伊
万
里
工
場

で
製
品
に
し
て
、
九
州
、
四
国
一

円
に
販
売
す
る
予
定
で
す
。
初
年

度
は
２
万
㌧
を
生
産
、
25
億
円
の

売
り
上
げ
が
見
込
ま
れ
て
い
て
、

従
業
員
15
人
の
内
、
12
人
が
地
元

で
新
規
採
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

同
社
の
松
岡
郁
夫
常
務
は
「
伊

万
里
に
立
地
を
決
め
た
の
は
、
原

料
と
製
品
の
輸
送
コ
ス
ト
が
削
減

で
き
、
地
理
的
に
優
位
だ
と
い
う

こ
と
と
、
伊
万
里
の
人
の
熱
心
な

勧
誘
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

４
月
27
日(

日)

は

市
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

投
票
時
間
は

午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で

投
票
で
き
る
人
は

次
の
と
お
り
で
す

選
挙
人
名
簿
の
閲
覧

は
？

選
挙
公
報
を

よ
く
読
ん
で

入
場
券
は
ご
自
宅
へ

郵
送
し
ま
す

▼
問
合
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
牲
@3
２
１
１
１

内
線
４
７
０
）
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県入選（明るい選挙キャッチフレーズ）
大石 昌春さん(東山代町里)の作品

県
特
選
（
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
）

前
田
淑
恵
さ
ん(

脇
田
町
上
ノ
山)

の
作
品

選び出せ選び出せ
確かな明日の見える人確かな明日の見える人

日本水産!が
伊万里団地に進出

日本水産!が
伊万里団地に進出
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平
成
15
年
度
か
ら
介
護
保
険
料

が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
制
度
で
は
『
介
護
保

険
事
業
計
画
』
を
定
め
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
量
や
介
護
保
険
料
を
算

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
介
護
保
険

計
画
は
、
３
年
ご
と
に
見
直
す
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
平
成
12

年
４
月
か
ら
の
『
第
１
次
介
護
保

険
事
業
計
画
』
を
今
回
見
直
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、

今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
や
そ
れ

に
伴
う
費
用
は
増
え
続
け
る
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

ま
で
の
事
業
計
画
を
見
直
し
、
そ

れ
を
基
に
算
出
し
た
介
護
保
険
料

が
上
の
表
で
す
。

介
護
保
険
は
介
護
が
必
要
な
お

年
寄
り
と
そ
の
家
族
を
、
社
会
み

ん
な
で
支
え
て
い
く
制
度
で
す
。

介
護
保
険
料
の
納
付
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
個
人
ご
と
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
７
月
初
旬
に
郵
送
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す

※
納
付
方
法
が
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
天
引
き
）
の
人
は
、

４
・
６
・
８
月
に
つ
い
て
は
、

今
年
２
月
に
天
引
き
さ
れ
た
額

と
同
じ
額
を
徴
収
し
ま
す
。
今

回
の
改
定
に
よ
り
徴
収
額
が
変

更
さ
れ
る
の
は
、
10
月
以
降
の

納
付
分
か
ら
で
す
。

平
成
15
年
度
の
納
付
分
か
ら
、

所
得
段
階
が
上
の
表
の
２
に
該
当

す
る
人
で
、
特
に
収
入
が
少
な
い

人
を
対
象
に
保
険
料
を
減
免
し
ま

す
。申

請
の
後
、
減
免
基
準
を
満
た

す
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
減
免
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
14
年

度
以
前
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
の
減
免
は
で
き
ま

せ
ん
。

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費
お
よ

び
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給
は
、

い
っ
た
ん
全
額
負
担
し
て
い
た
だ

き
、
申
請
後
に
対
象
費
用
の
９
割

分
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
平
成
15

年
度
か
ら
は
、
最
初
か
ら
１
割
負

担
で
済
む
よ
う
貸
付
制
度
を
設
け

ま
し
た
。
住
宅
の
改
修
な
ど
で
費

用
が
高
額
に
な
り
、
一
時
的
な
全

額
負
担
が
困
難
な
場
合
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

所得
段階

１

２

３

４

５

所 得 区 分
保険料の
算出方法

年間保険料額

生活保護を受けている人、または市民税が
世帯非課税で老齢福祉年金を受けている人

基準額×0.5 23,600円

35,400円

59,000円

70,800円

47,200円
(基準額）

基準額×1.5

基準額×0.75

基準額

基準額×1.25

市民税が世帯非課税の人

市民税が本人非課税の人
(基準額を支払う人)

市民税が課税されていて、合計所得金額が
２００万円未満の人

市民税が課税されていて、合計所得金額が
２００万円以上の人

■ 平成15年度からの介護保険料

な
ぜ
保
険
料
を

改
定
す
る
の
？

保
険
料
の

減
免
に
つ
い
て

介護保険推進会議の
委員を募集します
介護保険事業及び老人保健福祉事業の実

施状況の点検や、介護保険計画の進捗状況
の管理などを行う『介護保険推進委員』を
募集します。
◆応募資格 満40歳(４月１日現在)以上の
市民で介護経験のある人

◆募集人員 ２人以内
※応募者多数の場合は抽選を行います

◆応募期限 ４月21日（月）
◆応募方法 市健康増進課または各町公民
館に準備している応募用紙に必要事項を
記入して、市健康増進課まで

◆任 期 平成18年３月31日まで
◆会議開催予定 年２回程度、昼間開催
◆応募・問合先
市健康増進課(牲@32111内線254)

▼
問
合
先

市
健
康
増
進
課

（
牲
@3
２
１
１
１
内
線
２
１
６
）

住
宅
改
修
費
、

福
祉
用
具
購
入
費

の
貸
付
制
度



伊商店(？)にいらっしゃい！
伊万里商業高校生徒による『チャレンジショップ』

が銀天街にオープンしました。これは商店街を何とか
活性化させたいと同校生徒会の有志が企画したもので、
当面は土曜日だけの開店ですが、将来は常設店にした
いと生徒たちは意気込みを見せていました。

市民図書館の貸出資料が400万冊を突破しました。
開館から７年７か月。予想を上回るハイペースです。
同図書館は、年間貸出資料では全国同規模の図書館の
中で13位にランクされる利用率を誇っています。
記念すべき400万冊目を借りたのは、川久保沙紀さ

ん（立花小４年、写真左）。川久保さんは贈られた記念
品ににっこりしながら「動物が好きなので野性動物の
本を借りました。うれしいです」と話していました。

みんなで描いた『景観美人』

もぎたてのイチゴの味に大満足

400万冊目の借り主は小学生でした

小島病院（黒川町）のデイケアサービスに通う重度
痴ほうの患者さん21人がこのほど一枚の絵を完成させ
ました。名付けて『景観美人』。たて５㍍、よこ2.2㍍
の大きさで、患者さんたちは『きれいね』と言いなが
ら自分たちの絵の完成を喜んでいました。

『一日まるごと いまりの食と農ふれあいツアー』が
ありました。これは伊万里の農業のすばらしさを知っ
てもらおうと行われたもので、参加者は市内外から約
30人。南波多町のイチゴ園ではもぎたてのイチゴの味
に「ただただ感激です」との声が聞かれました。

２.28

２.13

２.26

２.８
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コマーシャルビデオで伊万里をＰＲ

図書館がめばえた日をみんなで祝う

美しい調べに観客も思わずうっとり

今から９年前、生まれくる図書館に思いをはせなが
ら、整地された敷地をみんなで歩いた日を記念して行
われている『図書館めばえの日」も今回で10回目を迎
えました。この日も当日のようにぜんざいがふるまわ
れ、図書館を訪れた人はおいしそうに食べていました。

九州交響楽団による演奏会が市民センターでありま
した。九州はもとより、全国的にも高い評価を得てい
る本格的オーケストラの公演とあって、場内はクラシ
ックファンでいっぱい。迫力あるオーケストラの演奏
に時を忘れ聞き入っていました。

伊万里小学校の４年生が『伊万里の自慢コマーシャ
ルビデオ』を完成させました。学校周辺から伊万里の
自慢を見つけて、自らが取材、収録を行ったものです。
子どもたちは「インタビューがむずかしかったけど、
できあがった時はうれしかった」と話していました。

２.23

２.23

大坪・立花体育協会分離記念ふれあい事業が国見台
陸上競技場でありました。これは立花公民館の新設で、
大坪体育協会から立花地区が分離することを記念して
行われたものです。参加者は和気あいあい、いろいろ
なレクリェ－ション種目に挑戦していました。

別れ、そして新たなスタート

２.28

２.23

古
竹
イ
ロ
さ
ん
（
黒
川
町
立
目
）
が
３
月

５
日
に
、
藤
川
ミ
セ
さ
ん
（
黒
川
町
椿
原
）

が
３
月
16
日
に
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
塚
部
市
長
か
ら
百
寿
記
念
メ
ダ

ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ロ
さ
ん
は
、
ケ
ガ
の
た
め
多
少
足
が
不

自
由
で
す
が
、
病
気
知
ら
ず
で
す
こ
ぶ
る
元

気
。
市
長
の
お
祝
い
の
言
葉
に
も
元
気
な
声

で
答
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
セ
さ
ん
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
利

用
し
て
い
る
施
設
で
メ
ダ
ル
を
受
け
取
り
、

他
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
あ
た
た
か
い

祝
福
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！

古
竹
イ
ロ
さ
ん
と

藤
川
ミ
セ
さ
ん
に

百
寿
記
念
メ
ダ
ル

食事では、ミセさんはカレーライスが
苦手だとか。また、イロさんはしいたけ
がダメで、ダシに入っているだけでもす
ぐにわかってしまうそうです。
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４月の市民スポーツ

郡市対抗県内一周駅伝大会

１
日
目
は
、
基
山
町
か
ら
嬉
野

町
ま
で
の
11
区
間
、
１
０
７
・
８

㌔
。
ス
タ
ー
ト
の
１
区
（
基
山
〜

鳥
栖
）
を
６
位
で
つ
な
い
だ
伊
万

里
市
チ
ー
ム
は
、
続
く
２
区
（
鳥

栖
〜
北
茂
安
）、
３
区
（
北
茂
安

〜
三
根
）、
４
区
（
三
根
〜
佐
賀
）

と
な
か
な
か
調
子
が
上
が
ら
ず
、

５
区
へ
。
５
区
（
佐
賀
〜
諸
富
）

の
松
本
純
一
選
手
が
区
間
賞
の
走

り
を
見
せ
、
追
い
上
げ
態
勢
に
入

っ
た
か
に
見
え
ま
し
た
が
、
追
撃

及
ば
ず
前
半
は
６
位
で
東
与
賀
町

に
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。

後
半
ス
タ
ー
ト
の
７
区
（
東
与

賀
〜
久
保
田
）
で
秒
差
の
３
位
に

つ
け
た
伊
万
里
市
チ
ー
ム
は
、
上

位
２
チ
ー
ム
と
離
れ
る
こ
と
な
く

８
区
（
久
保
田
〜
福
富
）
を
つ
な

ぎ
、
９
区
（
福
富
〜
有
明
）
で
ト

ッ
プ
に
踊
り
出
ま
す
。
そ
の
後
ト

ッ
プ
は
譲
り
ま
す
が
、
10
区
（
有

明
〜
鹿
島
）、
11
区
（
鹿
島
〜
嬉

野
）
と
順
調
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ

後
半
は
２
位
で
ゴ
ー
ル
。
し
か
し
、

前
半
の
タ
イ
ム
差
を
ば
ん
回

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
総
合

で
は
３
位
に
５
秒
差
の
４
位

で
１
日
目
を
終
え
ま
す
。

２
日
目
は
嬉
野
町
か
ら
伊

万
里
市
、
鎮
西
町
な
ど
を
経

由
、
唐
津
市
に
ゴ
ー
ル
す
る

９
区
間
、
１
０
９
・
３
㌔
。

ス
タ
ー
ト
の
12
区
（
嬉
野
〜

塩
田
）
で
３
位
と
好
位
置
に

つ
け
た
伊
万
里
市
チ
ー
ム
で

し
た
が
、
13
区
（
塩
田
〜
武

雄
）、
14
区
（
武
雄
〜
有
田
）

と
順
位
を
下
げ
、
15
区
（
有

田
〜
伊
万
里
）
の
伊
万
里
入

り
は
６
位
。
そ
の
後
前
半
ゴ

ー
ル
の
16
区
（
伊
万
里
〜
北
波
多
）

も
順
位
は
変
わ
ら
ず
、
な
か
な
か

調
子
に
乗
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
前
半
の
不
安
な
ム
ー
ド

の
な
か
再
ス
タ
ー
ト
し
た
17
区

（
北
波
多
〜
長
松
）
で
２
位
と
好

位
置
に
つ
け
た
伊
万
里
市
チ
ー
ム

は
、
18
区
（
長
松
〜
鎮
西
）、
19

区
（
鎮
西
〜
湊
）
と
安
定
し
た
走

り
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
２

日
目
最
終
区
の
20
区
（
湊
〜
唐

津
）、
３
位
で
タ
ス
キ
を
受
け
た

梅
村
昭
仁
選
手
が
区
間
賞
を
奪
う

走
り
を
見
せ
、
順
位
を
上
げ
て
２

位
で
後
半
ゴ
ー
ル
。
し
か
し
そ
の

ほ
か
の
選
手
が
、
な
か
な
か
実
力

を
出
し
切
れ
ぬ
ま
ま
２
日
目
を
終

え
、
累
計
で
も
前
日
に
続
き
４
位
。

伊
万
里
市
チ
ー
ム
の
苦
戦
が
続
き

ま
す
。

最
終
日
は
唐
津
市
か
ら
佐
賀
市

ま
で
の
12
区
間
、
79
・
２
㌔
。
ス

タ
ー
ト
の
21
区
（
唐
津
〜
相
知
）

で
４
位
と
ま
ず
ま
ず
の
滑
り
出
し

を
見
せ
た
伊
万
里
市
チ
ー
ム
。
そ

の
後
の
22
区
（
相
知
〜
厳
木
）
、

23
区
（
厳
木
〜
多
久
）
、
24
区

（
多
久
〜
北
方
）
25
区
（
北
方
〜

江
北
）
と
安
定
し
た
走
り
を
見
せ

前
半
４
位
で
ゴ
ー
ル
。
後
半
の
女

子
区
間
へ
望
み
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

後
半
の
ス
タ
ー
ト
26
区
（
江
北

〜
砥
川
）
で
９
位
と
出
遅
れ
た
伊

万
里
市
チ
ー
ム
は
、
こ
こ
で
踏
ん

張
り
を
見
せ
ま
す
。
27
区
（
砥
川

〜
牛
津
）、
タ
ス
キ
を
受
け
た
福

田
千
尋
選
手
が
区
間
記
録
を
塗
り

替
え
る
快
走
で
７
人
を
ご
ぼ
う
抜

き
。
一
気
に
２
位
に
躍
り
出
ま
す
。

そ
の
後
の
28
区
（
牛
津
〜
小
城
）、

29
区
（
小
城
〜
三
日
月
）
と
ト
ッ

プ
と
の
差
を
序
々
に
詰
め
、
30
区

（
三
日
月
〜
大
和
）
で
ト
ッ
プ
に

立
ち
ま
す
。
そ
の
ま
ま
タ
ス
キ
を

つ
な
い
だ
伊
万
里
市
チ
ー
ム
は
、

31
区
（
大
和
〜
高
木
瀬
）
の
坂
口

剛
治
選
手
が
、
区
間
賞
の
走
り
を

見
せ
２
位
以
下
を
引
き
離
し
に
か

か
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
か
と
期
待
が
高
ま
り
ま
し

た
が
、
最
終
区
の
32
区
（
高
木
瀬

〜
佐
賀
）
で
惜
し
く
も
逆
転
を
許

し
２
位
で
ゴ
ー
ル
。
３
日
間
の
競

技
を
終
え
ま
し
た
。
累
計
成
績
で

は
女
子
や
新
人
選
手
の
が
ん
ば
り

で
、
前
日
か
ら
の
順
位
を
一
つ
上

げ
堂
々
の
３
位
。
来
年
こ
そ
は
と

期
待
さ
せ
る
大
会
で
し
た
。

【
累
計
成
績
】

①
神
埼
郡
②
佐
賀
市
③
伊
万
里

市

【
個
人
成
績
】

▼
区
間
賞

５
区
＝
松
本
純
一
、
20
区
＝
梅

村
昭
仁
、
27
区
＝
福
田
千
尋

（
区
間
新
）、
31
区
＝
坂
口
剛
治

▼
新
人
賞

梅
村
昭
仁
、
坂
口
剛
治
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６日（日）
●市内ダブルスバドミントン大会
９時開会 国見台体育館

13日（日）
●市会長杯グラウンドゴルフ大会
９時開会 国見台陸上競技場ほか

20日（日）
●市職域クラブ卓球大会
９時開会 国見台体育館

26日（土）
●伊西地区中学校対抗

ソフトテニス大会
９時開会 国見台庭球場

伊万里市チーム
惜しくも３位

早
春
の
肥
前
・
松
浦
路
を
駆
け

抜
け
る
『
春
の
県
体
・
第
43
回
郡

市
対
抗
県
内
一
周
駅
伝
大
会
』
が

２
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
悲
願
の
初
優
勝
を
め
ざ

し
た
伊
万
里
市
チ
ー
ム
は
健
闘
及

ば
ず
惜
し
く
も
３
位
で
し
た
。

15
区
斉
藤
選
手
か
ら
16
区
永
益
選
手
へ
の
タ
ス

キ
リ
レ
ー
（
大
坪
公
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館
前
）
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伊
万
里
湾
大
橋
開
通
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

伊
万
里
湾
大
橋
が
開
通
し
た
３

月
９
日
、『
伊
万
里
湾
大
橋
開
通

記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
』
が
同

大
橋
を
舞
台
に
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
２

か
ら
10

ま
で
計
９
部
門
の
レ
ー
ス
と
、
大

橋
を
歩
く
３

の
ブ
リ
ッ
ジ
ウ

ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
約
１
９
０
０

人
も
の
人
た
ち
が
参
加
。
九
州
最

大
級
の
ア
ー
チ
橋
を
走
れ
る
と
あ

っ
て
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
内
外

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
市
民
ラ
ン
ナ

ー
が
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
活
躍
し
た
川
嶋
伸
次
さ
ん

（
東
洋
大
学
陸
上
競
技
部
監
督
）

と
川
上
優
子
さ
ん
（
沖
電
気
工
業

㈱
）
が
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

参
加
。
川
上
さ
ん
が
２

と

３

に
、
川
嶋
さ
ん
が
10

の
レ
ー
ス
に
出
場
し
、
そ
の
軽
快

な
走
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
で
は
、
強
い
海
風
が
吹

き
つ
け
る
中
、
ど
の
部
門
も
白
熱

し
た
好
勝
負
を
展
開
。
沿
道
に
は

た
く
さ
ん
の
観
客
が
つ
め
か
け
、

力
走
す
る
選
手
に
さ
か
ん
に
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
上
位
の
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
２

小
学
生
男
子
の
部
】

①
江
口
幸
宏
（
大
川
小
）

②
梶
原
将
太
（
黒
川
小
）

③
和
嶋

奨
（
同
）

④
田
中
智
也
（
伊
万
里
三
香
ク
ラ
ブ
）

⑤
平
山
晃
大
（
大
川
小
）

⑥
前
田
直
人
（
新
栄
少
年
野
球
）

【
２

小
学
生
女
子
の
部
】

①
出
雲

優
（
山
代
東
小
）

②
中
島
友
美
（
Ｉ
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

③
山
下
亜
里
沙
（
切
木
小
）

④
力
武

彩
（
Ｉ
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

⑤
川
崎
千
尋
（
伊
万
里
三
香
ク
ラ
ブ
）

⑥
草
場
妃
菜
子
（
大
坪
小
）

【
３

中
学
生
女
子
の
部
】

①
牧
瀬
友
里
恵
（
伊
万
里
中
）

⑥
永
益
邦
弘
（
二
里
体
協
）

【
10

男
子
40
歳
以
上
の
部
】

①
太
田
利
嗣
（
佐
賀
県
庁
）

②
佐
々
木
隆
司
（
伊
万
里
信
金
）

③
浦
川
秀
幸
（
嬉
野
郵
便
局
）

④
斉
藤
勝
己
（
木
曜
会
）

⑤
橋
口
初
美
（
長
崎
市
）

⑥
野
口
康
之
（
大
村
市
）

【
10

女
子
39
歳
以
下
の
部
】

①
本
岡
順
子
（
鹿
町
町
）

②
藤
巻
友
記
子
（
福
岡
市
）

③
森
万
利
子
（
木
曜
会
）

④
古
川
由
生
子
（
松
浦
市
）

⑤
橘

優
子
（
滋
賀
県
）

⑥
吉
富
育
子
（
る
り
こ
う
苑
）

【
10

女
子
40
歳
以
上
の
部
】

①
中
村
せ
き
子
（
佐
世
保
市
）

②
加
茂
知
子
（
唐
津
市
）

③
飯
笹
和
恵
（
長
崎
市
）

④
東
島
邦
子
（
山
内
町
）

⑤
蜜
山
て
る
子
（
生
月
町
）

⑥
許
斐
美
代
子
（
佐
賀
市
）

大
橋
を
舞
台
に

１
９
０
０
人
が
快
走

②
吉
田
智
晴
（
国
見
中
）

③
金
子
千
夏
（
国
見
中
）

④
松
尾
公
恵
（
伊
万
里
中
）

⑤
田
渕
千
香
子
（
伊
万
里
中
）

⑥
松
尾
陽
子
（
西
有
田
中
）

【
５

中
学
生
男
子
の
部
】

①
高
原
聖
典
（
思
斉
中
）

②
平
山
竜
成
（
伊
万
里
中
）

③
永
尾
幸
大
（
山
代
中
）

④
川
久
保
優
介
（
同
）

⑤
久
保
田
光
史
（
国
見
中
）

⑥
前
田
憲
吾
（
東
陵
中
）

【
５

高
校
生
女
子
の
部
】

①
本
弓
由
香
（
唐
津
商
業
）

②
中
川

忍
（
有
田
工
業
）

③
山
下
修
代
（
同
）

④
古
賀
咲
栄
（
伊
万
里
商
業
）

⑤
久
保
あ
ゆ
み
（
同
）

⑥
城
島
ひ
と
み
（
有
田
工
業
）

【
10

男
子
39
歳
以
下
の
部
】

①
梅
村
昭
仁
（
伊
万
里
東
洋
）

②
北
川
貴
大
（
敬
徳
高
）

③
松
本
慎
市
（
伊
万
里
市
役
所
）

④
坂
口
剛
治
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
黒
川
）

⑤
齋
藤
裕
樹
（
木
曜
会
）

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
た

川
嶋
伸
次
さ
ん
と
川
上
優
子
さ
ん
。

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手
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以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手

10
㌔
男
子
39
歳
以
下
の
部
を
制
し
た

梅
村
昭
仁
選
手
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『
鍋
島
誕
生
と
そ
の
展
開
』

《
開
館
記
念
特
別
展
》

『
将
軍
や
大
名
が
愛
し
た
器
た
ち

鍋
島
の
美
』
展

●

会

期

４
月
12
日
〜
８
月
31
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館
、
６
月
１
日
〜
８

月
31
日
の
土
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で
開
館

●

会

場

伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
西
駅
ビ
ル
２
階
）

●

入
館
料

▽
一
般
・
大
学
生
・
高
校
生

３
０
０
円

▽
小
・
中
学
生
、
65
歳
以
上
の
人

は
無
料

●

展
示
内
容

平
成
14
年
度
ま
で
に
市
が
購

入
・
寄
贈
を
受
け
た
鍋
島
１
３

２
点
の
う
ち
の
40
点
を
展
示

●

問
合
先

伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
1
@2
２
２
６
７
）

●

会

期

▽
前

期
（
絵
画
・
工
芸
等
）

５
月
21
日
〜
25
日

▽
後

期
（
書
・
写
真
）

５
月
28
日
〜
６
月
１
日

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

応
募
資
格

高
校
生
以
上
で
市

内
在
住
の
人
、
ま
た
は
市
内
に

勤
務
す
る
人
。
応
募
作
品
は
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

●

募
集
部
門

絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、

彫
塑
、
書
、
写
真
、
工
芸

※
そ
れ
ぞ
れ
に
応
募
規
定
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

募
集
要
領
は
各
町
公
民
館
に
あ

ぼ
し
ゅ
う
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伊
万
里
市
美
術
展

の

作

品

募

集

り
ま
す

●

受

付

▽
前

期

５
月
18
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

▽
後

期

５
月
25
日
（
日
）

午
後
４
時
〜
６
時

●

受
付
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

問
合
先

市
美
術
展
実
行
委
員

会
事
務
局
（
市
教
育
委
員
会
内
）

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
５
３
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ぽ
っ

ぽ
』
は
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
を
相
談
し
た
り
、
親
子
で

仲
間
作
り
が
で
き
る
場
で
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
わ
く
わ
く
広
場

●

対

象

就
園
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▽
ひ
ま
わ
り
コ
ー
ス
（
金
曜
日
）

４
月
18
日

▽
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
コ
ー
ス（
月
曜
日
）

４
月
21
日

②
わ
く
わ
く
ベ
ビ
ー

●

対

象

０
〜
１
歳
３
か
月
ま

で
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

●

日

時

４
月
30
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※
『
ぽ
っ
ぽ
マ
マ
の
つ
ど
い
』
と

『
つ
く
し
ん
ぼ
ラ
ン
ド
』
は
５

月
か
ら
行
い
ま
す

●

会

場

①
②
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●

申
込
・
問
合
先

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
1
@3
５
１
９
７
）

《
開
館
式
》

●

日

時

４
月
12
日
（
土
）

午
前
10
時
〜

●

会

場

伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
西
駅
ビ
ル
２
階
）

《
記
念
講
演
会
》

●

日

時

４
月
12
日
（
土
）

午
前
10
時
40
分
〜

●

会

場

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
東
駅
ビ
ル
２
階
）

●

講

師

工
藤
吉
郎
氏
（
鍋
島

研
究
家
・
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科

大
学
客
員
教
授
）

●

演

題

くらしのお
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

伊

万

里

・

鍋

島

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
開
館
！

伊
万
里
団
地
（
山
代
町
久
原
）

内
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
、

佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

セ
ン
タ
ー
が
い
よ
い
よ
完
成
ま
じ

か
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
、
同
セ
ン
タ
ー
の

開
所
を
前
に
、
伊
万
里
市
民
を
対

象
に
公
開
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日

時

５
月
10
日
（
土
）

１
回
目

午
前
10
時
〜
11
時

２
回
目

午
後
２
時
〜
３
時

▼
応
募
資
格

伊
万
里
市
民
の
人
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す

※
小
学
生
以
下
が
参
加
す
る
場
合

は
、
必
ず
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す

▼
募
集
定
員
（
先
着
順
）

各
１
０
０
人
ず
つ
計
２
０
０
人

▼
応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
市
企
画
政
策
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
一
通
に
つ
き
最
大
５
人
ま
で
の

申
し
込
み
可

▼
応
募
期
限

４
月
25
日
（
金
）

◆
応
募
・
問
合
先

0
８
４
８
‐
８
５
０
１

伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番

地
１

市
企
画
政
策
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
０
６
）

完全バリアフリー化
し、子どもからお年寄
りまで使いやすい施設
となっています。
皆さんのご利用をお

待ちしています。
◆電話（1⑳４５６７）



《
国
税
専
門
官
》

●

受
験
資
格

①
昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

②
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
に
該
当
す
る
人

▽
大
学
卒
の
人
お
よ
び
平
成
16
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

▽
人
事
院
が
前
記
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人

●

受
付
期
間

４
月
１
日
〜
17
日

●

第
１
次
試
験

６
月
15
日
（
日
）

《
労
働
基
準
監
督
官
》

●

受
験
資
格

①
昭
和
49
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

②
国
税
専
門
官
に
同
じ

●

受
付
期
間

４
月
１
日
〜
17
日

●

第
１
次
試
験

６
月
15
日
（
日
）

《
国
家
公
務
員
2
種
》

●

受
験
資
格

①
昭
和
49
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

②
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
に
該
当
す
る
人

▽
大
学
卒
の
人
お
よ
び
平
成
16
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
な
ら

び
に
、
人
事
院
が
前
記
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

▽
短
大
ま
た
は
高
専
卒
の
人
お
よ

び
平
成
16
年
３
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
な
ら
び
に
、
人
事

院
が
前
記
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人

●

受
付
期
間

４
月
14
日
〜
28
日

●

第
１
次
試
験

６
月
29
日
（
日
）

くらしの
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《
法
務
教
官
》

●

受
験
資
格

国
家
公
務
員
Ⅱ
種
に
同
じ

●

受
付
期
間

４
月
１
日
〜
17
日

●

第
１
次
試
験

６
月
15
日
（
日
）

●

問
合
先

人
事
院
九
州
事
務
局

（
1
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３
）

《
1
種
試
験
》

●

受
験
資
格

①
昭
和
45
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人
で
次
に
該
当
す
る
人

▽
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成
16
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人

▽
防
衛
庁
が
、
前
記
に
掲
げ
る
人

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人

●

受
付
期
間

４
月
７
日
〜
５
月
７
日

●

第
１
次
試
験

６
月
22
日
（
日
）

《
2
種
試
験
》

●

受
験
資
格

①
昭
和
49
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人
で
次
に
該
当
す
る
人

▽
大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
人
お
よ

び
平
成
16
年
３
月
ま
で
に
大
学
、

短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

▽
防
衛
庁
が
、
前
記
に
掲
げ
る
人

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人

●

受
付
期
間

４
月
７
日
〜
５
月
７
日

●

第
１
次
試
験

６
月
15
日
（
日
）

●

問
合
先

福
岡
防
衛
施
設
局

（
1
０
９
２
‐
４
７
２
‐
２
３
２
１
）

●

日

時

《
甲
種
お
よ
び
乙
種
第
４
類
》

５
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
半
〜

《
乙
種
第
１
、
２
、
３
、
５
、
６

類
お
よ
び
丙
種
》

５
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

●

会

場

龍
谷
高
等
学
校
（
佐
賀
市
）

●

受
付
期
間

４
月
７
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）

※
受
験
願
書
は
、
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
佐
賀
県
支
部
お
よ
び

県
内
各
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す

●

受
付
・
問
合
先

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
佐
賀
県
支
部

（
1
０
９
５
２
@2
５
６
０
２
）

平

成

15

年

度

国
家
公
務
員
採
用
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

し
け
ん

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験



望
郷
の
念
は
心
の
奥
深
く
潜

む
マ
グ
マ
に
も
似
た
も
の
で
、

人
生
の
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
気

持
ち
が
落
ち
込
ん
だ
時
、
気
持

ち
が
素
直
に
な
っ
た
時
な
ど
不

意
に
出
て
き
て
、
最
後
に
は
い

つ
も
元
気
が
湧
き
上
が
る
。
そ

の
意
味
で
故
郷
は
、
人
生
を
生

き
る
上
で
の
原
点
で
は
な
い
か

と
、
年
齢
を
経
て
こ
と
さ
ら
認

識
さ
れ
る
。

原
点
回
帰
か
ら
か
帰
郷
す
る

回
数
も
増
し
、
旧
友
と
酒
を
酌

み
交
わ
し
な
が
ら
友
の
近
況
、

事
業
の
景
気
の
状
況
な
ど
雑
談

に
ふ
け
る
。
そ
れ
か
ら
実
家
に

戻
り
兄
夫
婦
と
の
長
話
。
た
ま

の
帰
郷
は
、
故
郷
の
山
河
と
そ

こ
に
住
む
人
と
の
触
れ
合
い
で

『
青
雲
の
志
を
抱
い
て
郷
間
を

出
ず
』
の
気
負
い
は
な
く
、
自

然
と
溶
け
込
ん
で
い
き
、
心
豊

か
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

故
郷
の
良
さ
は
、
遠
く
離
れ

て
い
て
た
ま
に
帰
郷
し
て
こ
そ

感
じ
る
も
の
で
「
そ
こ
に
住
む

人
に
と
っ
て
は
ね
…
」
「
あ
ま

り
住
み
よ
い
所
で
は
な
い
よ

…
」
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
れ
は
一
面
言
い
得
る
。

静
岡
に
転
勤
し
て
富
士
市
を
訪

れ
た
際
「
美
し
い
富
士
山
を
い

お便り お便り 

３
月
９
日
、
伊
万
里
湾
大
橋
の
開
通
式
と
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
取
材
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
折
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候

で
し
た
が
、
地
元
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
市
内
外

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
参
加
さ
れ
、
大
盛

況
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
記
念
す
べ
き
日
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
頑
張
る
地
元
の
皆
さ
ん
の
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
も
う
大
橋
は
渡
っ
て

み
ま
し
た
か
。
ま
だ
の
人
は
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
、
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
渡
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
橋
上
か
ら
見
る
伊
万
里
湾
の
景
観
は
な
か

な
か
の
も
の
で
す
よ
。（
Ｈ
）

人のうごき
平成15年３月１日現在
●人口 59,767人 （－ 34）

男 28,515人 （－ 16）
女 31,252人 （－ 18）

●世帯 20,513世帯（＋ 7）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら

愛知県春日井市 草場
く さ ば

正義
ま さ よ し

さん

故郷
ふるさと

・伊万里から遠く離れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。
また「伊万里」という語感が好きで、これを店名にされているお店なども数多くあります。
このコーナーでは「伊万里」と縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

『古里（伊万里）は人生の原点』

つ
も
観
ら
れ
て
い
い
で
す
ね
」

と
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う

し
た
と
こ
ろ
反
応
は
、
必
ず
し

も
期
待
し
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

究
極
は
『
旅
に
し
て
旅
に
終
る
』

の
芭
蕉
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
故

郷
の
よ
さ
は
、
遠
く
離
れ
て
み

て
し
み
じ
み
と
感
じ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど

に
転
勤
す
る
と
、
必
ず
「
ど
こ

の
出
身
で
す
か
」
と
聞
か
れ
る
。

「
佐
賀
の
伊
万
里
で
す
」
と
答

え
る
。
葉
隠
武
士
、
伊
万
里
焼
、

鍋
島
焼
、
さ
ら
に
酒
席
で
は
ト

ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
な
ど
、
故
郷

自
慢
は
尽
き
な
い
。
こ
れ
は
、

お
そ
ら
く
伊
万
里
出
身
者
の
す

べ
て
の
自
慢
と
も
言
え
る
。

こ
の
人
々
も
、
多
く
は
年
齢

を
経
て
、
気
持
ち
の
上
で
も
少

し
余
裕
も
で
き
、
故
郷
へ
小
旅

行
で
も
と
思
っ
て
い
る
人
も
多

い
の
で
は
。
こ
の
こ
と
は
、
伊

万
里
観
光
へ
の
誘
い
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
名
古
屋
で
は
、

唐
津
観
光
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
。
伊
万
里
へ
も
、

今
後
ま
す
ま
す
観
光
、
文
化
を

求
め
て
旅
す
る
人
が
多
く
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

最
近
は
、
地
域
の
持
つ
特
色

を
最
大
限
に
活
か
し
、
な
お
か

つ
、
お
金
も
あ
ま
り
か
け

な
い
ま
ち
づ
く
り
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。
都
心

で
は
、
こ
の
よ
う
な
ま
ち

を
求
め
て
小
旅
行
す
る

人
々
が
増
え
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
人
情
豊
か
で
自

然
が
溢
れ
、
歴
史
と
文
化

が
香
る
ま
ち
。
こ
ん
な
ま

ち
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

う
考
え
る
と
伊
万
里
に
は
、
大

い
な
る
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
る
。
国
内
は
も
と

よ
り
、
海
外
の
観
光
客
の
受
け

入
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
た
情
報

の
ネ
ッ
ト
化
、
観
光
ガ
イ
ド
な

ど
の
組
織
づ
く
り
な
ど
が
、
さ

ら
に
必
要
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
は
、
個
人
で
で
き
る
故

郷
へ
の
小
旅
行
か
ら
始
め
た

い
。
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